
第２回会議で挙がった「親亡き後等の問題」を構成する現状の問題点 
 

№ 現状の問題点（将来ਂを್岹ਏ） 現状分析（なぜ、このような現状なのか）※第４回会議ਰఋで議 

１ 相談支援をするコーディネーターの担い手がいない  

２ 生活の場の選択肢が限られる  

３ 保護者に代わる人の担い手がいない  

４ 成ফ後ৄ人の担い手がいない  

５ 経済面  

６ 「親や家族が障がいのある人の面倒をみる」システムになっている 親がਏな৶岞ಟ親が್え峪৶岞家族が担わな岻れ峚い岻ない৶ 

７ ੲਾのれが峎ながっていない  

８ 社会ৱ౺がਂ拒峁ている※  

９ 社会が支えるという仕組みがない  

１０ 暮らす経験ができる施設がない  

１１ 障がいのある人を支えるネットワークがない（れる人がਂ拒峁ている）  

１２ 障がいのある人に「人に捉岻て峬らうৡ」がない  

１３ 問題をৄ峁てい岹仕組みがない  

１４ 親掤れ、掤れがੱ峁てできない  

※৬にਂ拒峁ている峬の峙挬か岞 


